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行政制度等に関する協議事項

協議事項 内 容 市・町 の 現 状 及 び 参 考 資 料 調整方針（合併協定案）

協議第 号 道路，公園， ○ 呉市は，計画的な都市づくりを推進するため，開発指導要綱，建築指導要綱 ○ 原則として呉市の制度を適用するもの26
まちづくり建 住宅，港湾整 を定め，良好な住環境の確保に努めている。また「まちづくり企画コンペ」な とする。ただし，個別事業・制度等につ

設事業 備など ど住民の自主的な活動を積極的に助成・支援している。 いては，川尻町地域のまちづくり建設事

○ 川尻町は，国立公園野呂山や瀬戸内海の自然豊かな地域空間を広域的な観光 業の推進が図られるよう，協議・調整を

レクリエーション資源として活性化を図るとともに，生活利便施設の立地を適 行うものとする。

正に進め，安心して暮らせるよう都市基盤の整備を計画的に進めている。

○ 港湾は，呉市は重要港湾の指定を受け，市が港湾管理者となっている。 ○ 町道，公園，住宅，港湾施設等は，現

川尻町では，県管理の川尻港と町管理の小用港・吉悪港がある。 行のとおり呉市が引き継ぎ，維持管理・

○ 呉市は，公営住宅（身体障害者・高齢者向け住宅を含む ，改良住宅等の整 整備に努める。。）

備推進など住環境の整備に努めている。また住宅建設・購入，中古住宅購入，

土地購入に係る貸付制度を設けている。

川尻町では，公営住宅，改良住宅等を整備するとともに，特定優良賃貸住宅

供給促進事業（特定公共賃貸住宅）を実施している。

※ 詳細は別添資料「呉市・川尻町行政制度調整調書」Ｐ ～ のとおり46 50

【主な相違点】

①防犯灯・街路灯設置維持補修補助： 内容が異なる（Ｐ ）46

②町・市営住宅： 家賃設定が異なる （Ｐ ）。 50
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協議事項 内 容 市・町 の 現 状 及 び 参 考 資 料 調整方針（合併協定案）

協議第 号 学校教育，生 ○ 呉市・川尻町ともに コンピュータ教育 英語教育 人権学習 障害児教育 ○ 原則として呉市の制度を適用するもの27 ， ， ， ， ，

教育・文化・ 涯学習の推進 帰国・入国児童生徒教育など様々な内容の教育を実施しているとともに，就学 とする。ただし，個別事業・制度等につ，

スポーツの振 文化・スポー のための援助・奨励を行っている。 いては，川尻町地域の学校教育，生涯学

興 ツ振興など ○ 学校給食については，呉市は小学校全校で自校調理による完全給食，中学校 習，文化・スポーツ振興事業の推進が図

でミルク給食を実施しているが，川尻町では小・中学校ともに自校調理による られるよう，協議・調整を行うものとす

完全給食を実施している。 る。

○ 呉市の生涯学習の推進については，推進本部を設置し，情報誌の発行，学校

開放事業，各種教室・講座等の開催，子ども会や青少年団体の指導者育成及び ○ 学校教育施設，文化・スポーツ施設等

団体への助成等を行っている。 は，現行のとおり呉市が引き継ぎ，維持

○ 呉市は，文化ホールや美術館，歴史民俗資料館，図書館等の施設整備を行う 管理・整備に努める。

とともに，各種文化団体の育成をはじめ，市文化振興財団を設置し，文化祭・

美術展・音楽祭・各種企画展などを随時開催している。 ○ 野呂山芸術村事業は，現行のとおり呉

川尻町は，総合文化センター，ベイノロホールを中心に芸術・文化活動を展 市が引き継ぎ，地域の芸術文化の更なる

開している。また，野呂山芸術村を開設，国内外の芸術家を招聘し，その活動 振興に努める。

， 。を支援するとともに 町民との交流を図りながら芸術文化の振興に努めている

○ スポーツの振興については，呉市では，体育館，スポーツ会館，野球場，テ

ニス場，弓道場，プール，運動広場等の体育施設を整備し，各種スポーツ団体

の育成を行うとともに，市体育振興財団を設置し，施設の管理運営や各種体育

振興行事を随時開催している。

川尻町では，町民グラウンド，町営プール等を整備するとともに，町民体育

祭の実施や各種競技団体の育成に努めている。

※ 詳細は別添資料「呉市・川尻町行政制度調整調書」

Ｐ ～ ， ～ のとおり51 56 63 70

【主な相違点】

①学校教育 （別添資料「調書」Ｐ ～ ）51 55
・学校行事等の実施： 行事に伴う交通費の負担内容が異なる（Ｐ ）51
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・児童生徒遠距離通学援助： 対象，支給額が異なる（Ｐ ）53
・高校奨学金： 川尻町において実施（Ｐ ）53
・学校給食： 川尻町においては中学校も完全給食を実施

単価（小学校）が異なる（Ｐ ）53
・修学旅行： 実施内容が異なる（Ｐ ）53
・社会見学： 実施内容が異なる（Ｐ ）53
・青少年海外派遣研修： 実施内容が異なる（Ｐ ）53

②社会教育 （別添資料「調書」Ｐ ～ ）55 56
・子ども会への助成： 内容が異なる（Ｐ ）56

③文化・スポーツの推進 （別添資料「調書」Ｐ ～ ）63 70
・芸術家・芸術文化団体の育成： 川尻町において野呂山芸術村を設置（Ｐ ）63
・体育指導員： 報酬が異なる（Ｐ ）63
・スポーツ大会の開催： 内容が異なる（Ｐ ）63
・体育協会等への補助： 補助内容が異なる（Ｐ ）63
・野外活動施設： 運営形態が異なる（Ｐ ）69
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協議事項 内 容 市・町 の 現 状 及 び 参 考 資 料 調整方針（合併協定案）

協議第 号 人権政策・啓 ○ 呉市では，人権センターにおいて同和問題を始めとするあらゆる人権問題の ○ 原則として呉市の制度を適用するもの28
人権行政の取 発，男女共同参 解決と，市民一人ひとりの人権が尊重される地域社会づくりを目指した諸施策 とする。ただし，個別事業・制度等につ

扱い 画施策など を実施・推進している また 同和問題の早期解決に資することを目的として いては，川尻町地域の人権政策・啓発事。 ， ，

市内３地区に隣保館と教育集会所を設置している。 業の推進が図られるよう，協議・調整を

川尻町では，人権啓発推進室において人権行政の推進に取り組んでいる。 行うものとする。

また，人権啓発のための住民交流の拠点となる地域に密着したコミュニティセ

ンターとして，町内に人権センターを設置している。

○ 呉市は，平成１３年１２月に「くれ男女共同参画推進条例」を制定し，関係

機関と連携しながら男女共同参画の視点を取り入れた各施策の推進に取り組ん

でいる。

※ 詳細は別添資料「呉市・川尻町行政制度調整調書」Ｐ ～ のとおり57 59

【主な相違点】

・同和対策： 運動体への補助額が異なる（Ｐ ）57
・隣保館： 管理・運営体制が異なる（Ｐ ）57
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協議事項 内 容 市・町 の 現 状 及 び 参 考 資 料 調整方針（合併協定案）

協議第 号 自治組織，国 ○ コミュニティ活動団体の支援策のうち 自治会・町内会への助成については ○ 原則として呉市の制度を適用するもの29 ， ，

コミュニティ 際交流・協力 呉市では，自治会連合会への活動助成はあるが，自治会長への報酬は支給して とする。ただし，個別事業・制度等につ，

の振興等 広報・広聴活 おらず，各自治会は，会費の徴収や市からの書類配布等の手数料を自主財源と いては，川尻町地域のコミュニティ活動

動，相談事業 して運営している。 事業の推進が図られるよう，協議・調整

など 川尻町では 自治会連合会への助成の中に自治会長への報酬が含まれており を行うものとする。， ，

会費の徴収の有無は自治会により異なる。また，集会施設の整備・管理，防犯

（ ）， 。灯設置 管理費は自治会負担 屋外掲示板設置等の費用は町が負担している

呉市は，地域住民自らが行う集会施設整備（新築，増改築，改修）や屋外掲

示板設置等への助成など側面的な支援を行っている。

○ 呉市には国際交流協会が設立されており，住民・行政レベルでの様々な交流

事業が推進されている。特に，在住外国人への支援として，生活情報誌やガイ

ドマップの作成，日本語教室の開催などを実施している。

○ 呉市・川尻町ともに広報紙を発行しているが，呉市では，グラフ誌の発行や

テレビ，ラジオ等による広報も行っている。

○ 住民の相談や要望・苦情等については，呉市・川尻町ともに相談窓口を設置

し対応している。また，まちづくりについて住民の意見を聴く場として，市・

町政懇談会の開催や市・町長への手紙・電子メール等により行っている。

※ 詳細は別添資料「呉市・川尻町行政制度調整調書」

Ｐ ～ ，Ｐ ～ のとおり60 62 73 75

【主な相違点】

①コミュニティ振興 （別添資料「調書」Ｐ ～ ）60 62
・コミュニティ組織： 自治会の組織体制，運営方法が異なる（Ｐ ）60
・自治会，町内会への助成： 内容が異なる（Ｐ ）60
・民生委員・児童委員協議会への助成： 内容が異なる（Ｐ ）60
・公衆衛生推進協議会への助成： 内容が異なる（Ｐ ）60
・自治会集会所： 設置主体，管理運営方法が異なる（Ｐ ）62
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協議事項 内 容 市・町 の 現 状 及 び 参 考 資 料 調整方針（合併協定案）

協議第 号 料金，賦課・徴 ○ 上水道については，呉市は海軍鎮守府開庁以後の歴史的な経緯の下に，本庄 ○ 川尻町の水道事業は，現行のとおり30
水道事業の取 収，基盤整備・ 水源地や三永水源地，県用水など多様な水源を持ち，地方公営企業事業（水道 呉市が引き継ぐものとする。

扱い 維持補修など 局）として運営している。

○ 川尻町では呉分水と県用水を基に地方公営企業事業（水道課）として各家庭 ※ 水道料金の取扱いについては「公共

に給水を行っている。また野呂山地区においては，簡易水道事業による給水を 料金等の取扱い」で今回提案

行っている。

※ 詳細は別添資料「呉市・川尻町行政制度調整調書」Ｐ のとおり76

【主な相違点】

・水道料金： 料金が異なる（Ｐ ）76

協議第 号 使用料，助成制 ○ 下水道については，呉市・川尻町ともに公共下水道事業として処理場を整備 ○ 川尻町の下水道事業は，現行のとお31
下水道事業の 度，基盤整備・ し実施している。 り呉市が引き継ぎ，整備を図っていく

取扱い 維持補修など ○ 水洗便所改造資金については，呉市は貸付制度，川尻町は補助制度となって ものとする。

いる。

※ 下水道使用料，下水道事業受益者負

※ 詳細は別添資料「呉市・川尻町行政制度調整調書」Ｐ のとおり 担金，水洗便所改造資金貸付制度の取76
「 」扱いについては 公共料金等の取扱い

【主な相違点】 で今回提案

・下水道使用料： 使用料が異なる（Ｐ ）76
・下水道事業受益者負担金： 負担金額が異なる（Ｐ ）76
・水洗便所改造資金貸付制度： 内容が異なる（Ｐ ）76
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協議事項 内 容 市・町 の 現 状 及 び 参 考 資 料 調整方針（合併協定案）

協議第 号 消防・救急体 ○ 呉市は，単独の消防本部により区域内の火災・救急等に対応している。また ○ 川尻町地域の消防，救急・救助等につ32
消防・防災体 制，消防団組 川尻町を含め近隣町から消防・救急事務を受託し，広域的な観点からも消防・ いては，呉市消防本部（呉市消防局）が

制整備 織 防災対策 救急の体制整備を図っている（１本部・２署・１１出張所〔うち受託３か所〕 所管するものとする。， ，

交通安全対策 ・防災センター設置 。）

など ○ 川尻町の消防団は，全団員を呉市の消

※ 詳細は別添資料「呉市・川尻町行政制度調整調書」Ｐ ～ のとおり 防団組織に統合し，再編整備していくも77 78
のとする。

【主な相違点】

①消防 （別添資料「調書」Ｐ ）77
・消防団及び消防分団： 報酬が異なる（Ｐ ）77

②防災 （別添資料「調書」Ｐ ）78
・防災行政無線システム等： 川尻町において整備（Ｐ ）78
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協 議 事 項 内 容 市・町 の 現 状 及 び 参 考 資 料 調整方針

公共料金の取 協議第 号 ○ 年齢区分は 呉市では２区分 川尻町では３区分となっており 階層区分は ○ 保育料は，呉市の基準に統一するもの19 ， ， ， ，

扱い 福祉制度の取扱 呉市では１７区分，川尻町では１５区分となっている。 とする。

いのうち，保育 ○ 同一世帯から２人以上の児童が入所している場合，呉市，川尻町ともに２人

料の取扱い 目の保育料は1/2となるが，３人目以降の保育料は，川尻町では1/10に対し，

呉市では０円となっている。

※平成14年度決算（見込み）における児童一人あたりの保育料（月額）

呉 市 川尻町

１９，５３８円 １７，６１０円

保育料徴収基準額表

Ｂ
Ａ 階 層 及 び Ｄ 階
層 を 除 き , 前 年

度 分 の 市 町 村
民 税 の 額 の 区
分 が 次 の 区 分
に 該 当 す る 世 帯

市 町 村 民 税 非 課 税
世 帯

Ｂ

3 2 , 0 0 0 2 7 , 0 0 0

Ｄ １ １
2 4 0 , 0 0 0 円 以 上
5 1 0 , 0 0 0 円 未 満

階 層 定 　 　 　 　 　 　 　 義 ３ 歳 未 満 ３ 歳 以 上

各 月 初 日 の 入 所 児 童 の
属 す る 世 帯 の 階 層 区 分

徴 収 金 基 準 額
( 月 額 )

各 月 初 日 の 入 所 児 童 の
属 す る 世 帯 の 階 層 区 分

徴 収 基 準 額 ( 月 額 )

階 層 定 　 　 　 　 　 　 　 義 ３ 歳 未 満 ３ 歳 児 ４ 歳 以 上

Ａ
生 活 保 護 法 に よ る 被 保 護 世 帯
( 単 給 世 帯 を 含 む ｡ )

円
0

円
0
Ａ
生 活 保 護 法 に よ る 被 保 護 世 帯
( 単 給 世 帯 を 含 む )

円
0

円
0

円
0

5 , 0 0 0 3 , 0 0 0 3 , 0 0 0

Ｃ １

前 年 度 分 の 市 民 税 が 均
等 割 の 額 の み ( 所 得 割 の
額 の な い 世 帯 )

1 1 , 0 0 0 8 , 5 0 0 Ｃ １

均 等 割 の 額 の み
所 得 割 の 額 の な い
世 帯

1 1 , 0 0 0 8 , 0 0 0 8 , 0 0 0

Ｃ ２
前 年 度 分 の 市 民 税 の 所
得 割 の 額 が 5 , 0 0 0 円 未 満

1 4 , 5 0 0 1 1 , 5 0 0 Ｃ ２
所 得 割 の 額 の あ る
世 帯

1 5 , 0 0 0 1 3 , 0 0 0 1 2 , 0 0 0

Ｃ ３
前 年 度 分 の 市 民 税 の 所
得 割 の 額 が 5 , 0 0 0 円 以 上

1 6 , 0 0 0 1 3 , 5 0 0

Ａ 階 層 及 び Ｄ １
階 層 か ら Ｄ １ ２ 階

層 ま で を 除 き 前
年 分 の 所 得 税
非 課 税 の 世 帯

前 年 度 分 の 市 民 税 非 課
税 世 帯

5 , 0 0 0 3 , 0 0 0

Ｄ １
Ａ 階 層 を 除 き 前
年 分 の 所 得 税

課 税 世 帯 で あ っ
て そ の 所 得 税 の
額 の 区 分 が 次
の 区 分 に 該 当
す る 世 帯

3 , 0 0 0 円 未 満 1 8 , 5 0 0

Ｄ ５
4 5 , 0 0 0 円 以 上
6 0 , 0 0 0 円 未 満

2 8 , 0 0 0

Ｄ ９
1 5 0 , 0 0 0 円 以 上
2 0 0 , 0 0 0 円 未 満

5 2 , 0 0 0

1 6 , 0 0 0 Ｄ １
Ａ 階 層 を 除 き 前
年 分 の 所 得 税

課 税 世 帯 で あ っ
て , そ の 所 得 税
の 額 の 区 分 が
次 の 区 分 に 該
当 す る 世 帯

3 , 0 0 0 円 未 満

2 3 , 5 0 0 Ｄ ５
6 4 , 0 0 0 円 以 上
8 0 , 0 0 0 円 未 満

2 9 , 6 0 0 Ｄ ９
2 0 0 , 0 0 0 円 以 上
3 0 0 , 0 0 0 円 未 満

2 0 , 0 0 0 1 9 , 0 0 0 1 6 , 0 0 0

Ｄ ２
3 , 0 0 0 円 以 上
1 5 , 0 0 0 円 未 満

2 0 , 5 0 0 1 7 , 5 0 0 Ｄ ２
3 , 0 0 0 円 以 上
1 0 , 0 0 0 円 未 満

2 4 , 0 0 0 2 1 , 0 0 0 1 8 , 0 0 0

Ｄ ３
1 5 , 0 0 0 円 以 上

3 0 , 0 0 0 円 未 満
2 1 , 9 0 0 1 8 , 6 0 0 Ｄ ３

1 0 , 0 0 0 円 以 上

1 7 , 0 0 0 円 未 満
2 6 , 0 0 0 2 3 , 0 0 0 2 1 , 0 0 0

Ｄ ４
3 0 , 0 0 0 円 以 上
4 5 , 0 0 0 円 未 満

2 5 , 1 0 0 2 0 , 5 0 0 Ｄ ４
1 7 , 0 0 0 円 以 上
6 4 , 0 0 0 円 未 満

2 8 , 0 0 0 2 5 , 0 0 0 2 3 , 5 0 0

3 0 , 0 0 0 2 7 , 0 0 0 2 4 , 5 0 0

Ｄ ６
6 0 , 0 0 0 円 以 上
8 0 , 0 0 0 円 未 満

3 2 , 8 0 0 2 7 , 2 0 0 Ｄ ６
8 0 , 0 0 0 円 以 上
1 1 0 , 0 0 0 円 未 満

4 0 , 0 0 0 2 8 , 0 0 0 2 5 , 0 0 0

Ｄ ７
8 0 , 0 0 0 円 以 上
1 0 5 , 0 0 0 円 未 満

3 6 , 0 0 0 2 8 , 4 0 0 Ｄ ７
1 1 0 , 0 0 0 円 以 上
1 6 0 , 0 0 0 円 未 満

4 2 , 0 0 0 2 9 , 0 0 0 2 5 , 5 0 0

Ｄ ８
1 0 5 , 0 0 0 円 以 上
1 5 0 , 0 0 0 円 未 満

4 5 , 0 0 0 2 9 , 0 0 0 Ｄ ８
1 6 0 , 0 0 0 円 以 上
2 0 0 , 0 0 0 円 未 満

4 4 , 0 0 0 3 0 , 0 0 0 2 6 , 0 0 0

5 4 , 0 0 0 3 1 , 0 0 0 2 6 , 5 0 0

Ｄ １ ０
2 0 0 , 0 0 0 円 以 上

2 4 0 , 0 0 0 円 未 満
5 4 , 3 0 0 3 0 , 4 0 0 Ｄ １ ０

3 0 0 , 0 0 0 円 以 上

4 0 8 , 0 0 0 円 未 満
5 7 , 0 0 0

3 3 , 5 0 0

5 6 , 8 0 0 3 1 , 6 0 0 Ｄ １ １ 4 0 8 , 0 0 0 円 以 上

※ 第 ２ 子 １ ／ ２ , 第 ３ 子 ～ ０ 円 ※ 第 ２ 子 １ ／ ２ , 第 ３ 子 ～ １ ／ １ ０

呉 市 川 尻 町

6 0 , 0 0 0 3 3 , 7 0 0 2 7 , 5 0 0

Ｄ １ ２ 5 1 0 , 0 0 0 円 以 上 5 9 , 0 0 0

（今回提案項目）
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協議第 号 ※平成15年度保険料基準月額（第３段階） ○ 介護保険料は，呉市の基準に統一する20
介護保険事業の 呉 市 川尻町 ものとする。

取扱いのうち， ３，３７０円 ３，０５０円

保険料の取扱い 第１号被保険者保険料

協議第 号 ○ 呉市では国民健康保険法に基づく保険料，川尻町は地方税法に基づく保険税 ○ 国民健康保険料は，呉市の基準に統一21
国民健康保険事 で賦課・徴収している。 するものとする。

業の取扱いのう ○ 保険料（税）の算定は，川尻町には資産割があるが呉市にはない。

ち，保険料の取 ※平成14年度決算（見込み）における被保険者一人あたりの保険料（年額）

扱い 呉 市 川尻町

７５，０２５円 ７７，４９３円

呉 市 川 尻 町
第 1段 階 2 0 , 2 2 0 円 1 8 , 3 0 0 円

第 2段 階 3 0 , 3 3 0 円 2 7 , 4 5 0 円

第 3段 階 4 0 , 4 4 0 円 3 6 , 6 0 0 円

第 4段 階 5 0 , 5 5 0 円 4 5 , 7 5 0 円

第 5段 階 6 0 , 6 6 0 円 5 4 , 9 0 0 円

第 1段 階 1 , 0 2 5 人 2 8 人

第 2段 階 1 8 , 8 5 5 人 9 0 1 人

第 3段 階 1 2 , 7 4 3 人 7 6 0 人

第 4段 階 9 , 6 8 4 人 4 2 2 人

第 5段 階 3 , 6 9 2 人 1 3 1 人

4 5 , 9 9 9 人 2 , 2 4 2 人

保 険 料 段 階
/保 険 料 率
(H 1 5 年 度 )

保 険 料 段 階
/人 数
(H 1 4 . 7 . 1 )

計

呉　市 川尻町

52.0 40.0

－ 10.0

30.0 35.0

18.0 15.0

当該年度基礎控除後の
総所得金額

当該年度の申告による
所得額

なし 当該年度の固定資産税
額

医療:7.9/100
介護:1.0/100

医療:6/100
介護:0.63/100

なし 医療:35/100
介護:5.89/100

医療:23,400円
介護: 4,560円

医療:26,000円
介護: 5,900円

医療:22,800円
介護: 3,480円

医療:29,000円
介護: 3,500円

保険税(料)
率

所得割

資産割

均等割(被保険者1
人につき)

平等割(一世帯につ
き)

賦課標準額 所得割

資産割

賦課方式･標
準割合

所得割(％)

資産割(％)

均等割(％)

平等割(％)
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協議第 号 ※平成14年度決算（見込み）における１世帯あたりの水道料金（月額）○ 水道料金は，呉市の基準に統一するも30
水道事業の取扱 呉 市 川尻町 のとする。

いのうち，水道 ２，８６２円 ４，２９２円

料金の取扱い

水道料金

呉　市 川尻町
メーター口径
           (㎜ )

料　　　金　単位 (円 ) 料 　　　金　単位 (円 )

13 2 ,5 30
20 2 ,6 04
25 2 ,6 46
40 5 ,8 80
50 15 ,9 39
13 4 ,9 98
20 5 ,0 71
25 5 ,1 13
40 7 ,8 22
50 18 ,2 28
13 7 ,5 18
20 7 ,5 91
25 7 ,6 33
40 10 ,1 11
50 20 ,5 17
13 10 ,1 43
20 10 ,2 16
25 10 ,2 58
40 12 ,5 89
50 22 ,9 95
13 12 ,7 68
20 12 ,8 41
25 12 ,8 83
40 15 ,0 67
50 25 ,4 73
13㎜ 52 ,500円～ 13㎜ 63 ,000円～
※メ－タ－使用料な
し

※上記料金には次
のメーター使用料含
む
13㎜ :110円
20㎜ :180円
25㎜ :220円
40㎜以上 :自己負担
で設置
(主に野呂山高原
ロッジ，キャンプ場に
給水する野呂山簡
易水道事業が別途
あり)

その他

50
10 ,4 89

区　　　　　　　　　　分

使用水量 (m3)
(料金は消費
税込み月額 )

10
1 ,3 02

20
3 ,2 44

30

2 ,4 15

4 ,8 82

7 ,4 02

分担金 (加入金 ,消費税含む )

5 ,533

10 ,0 27

12 ,6 52

40
8 ,0 11
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協議第 号 ○ 水洗便所改造資金については，呉市は貸付制度，川尻町は補助制度となって ○ 下水道使用料は，呉市の基準に統一す31
下水道事業の取 いる。 るものとする。

扱いのうち，下 ○ 下水道事業受益者負担金及び水洗便所

水道使用料，受 ※20m 下水道使用料（月額・税込） 改造資金貸付制度については，呉市の制3

益者負担金，水 呉 市 川尻町 度に統一するものとする。

洗便所改造資金 ２，４５８円 ３，４６５円

貸付制度の取扱

い
呉　　市 川尻町
使　用　料  単位(円) 使　用　料  単位(円)

8m3 918 －
10m3 988 1,365
15m3 1,723 2,310
20m3 2,458 3,465
30m3 4,253 5,880
40m3 6,238 8,295
50m3 8,222 10,710
100m3 19,405 22,785

対象者 下水道が整備されてい
る区域内に土地を持っ
ている人

(呉市に同じ)

負担額 110円/m3 410円/m3
納付方法 年に1回で1～3年払い

（前納報償金なし）
一括又は5年間で20期
（前納報償金制度あり
　最高29%）

水洗便所改造工事内容
により,1件につき10万
円～45万円の無利子貸
付

水洗便所改造工事時期
により,1件につき6万円
～10万円を補助

水洗便所改造資金貸付制度

下
水
道
使
用
料

区　　　　　　　　　　分

排出水量
(使用料は税込み月額)

下水道事業受益者負担金
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市町村建設計画の作成に関する協議事項

協議事項 内 容 参 考 調整方針（合併協定案）

協議第 号 合併後のまちづ ・ 合併特例法第５条に規定されている。 ※ 第４回合併協議会で「呉市・川尻町17 18
新市建設計画 くりビジョン， ・ 市町の合併に際し，住民に合併後のまちづくりに関するビジョンを示し，合 合併建設計画 （まちづくりビジョン）を」

事業計画作成 併に関する判断材料を提供するという役割と，いわゆる合併市町のマスタープ 提案。

ランとしての役割を果たすものである。

また，市町建設計画を基礎としてさまざまな財政措置が講じられることにな

っている。

※ 現時点における詳細は，別紙「呉市・川尻町合併建設計画 （案）のとおり」



呉市・川尻町合併建設計画
（まちづくりビジョン）

呉市・川尻町合併協議会
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Ⅰ 計画策定の方針

１ 計画策定の趣旨

本計画は，第３次川尻町総合計画及び関連計画である第２次川尻町国土利用計画の

理念を継承するとともに，第３次呉市長期総合計画との整合を図り，呉市と川尻町の

合併後の新しいまちづくりを総合的，かつ，効果的に推進するため，合併後の新市の

まちづくりの目標及びこの目標実現のための総合的な「まちづくり計画」を定めるも

のです。

呉市及び川尻町には，少子高齢化対策，産業振興，定住促進，さらには，総合的な

交通体系の強化など，さまざまな行政課題があり，地域活性化に向けた施策の展開が

求められています。

合併後は，呉市の拠点性を高めるため，高次都市機能や産業業務機能をさらに充実

させるとともに，川尻町の生活環境の整備や産業振興をはじめ，優れた自然景観や歴

， 。史的資源の活用など それぞれの特性や機能を相互に生かしたまちづくりが必要です

， ， ，そのため 合併後の新しいまちづくりの目標や基本方針を定めるとともに 総合的

計画的な施策項目を体系的に明らかにし，その具現化に努めることにより，両市町の

速やかな一体化を促進し，地域の均衡ある発展と住民福祉の向上を図ります。

２ 計画の構成

本計画は，次の項目で構成しています。

Ⅰ 計画策定の方針

Ⅱ 呉市・川尻町の概況

Ⅲ 合併の必要性と効果

Ⅳ まちづくりの基本方針

Ⅴ まちづくり計画

Ⅵ 公共施設の統合整備

Ⅶ 財政計画

３ 計画の期間

まちづくりの基本方針に基づく 「まちづくり計画」及び「財政計画」は，平成16年，

度から平成25年度までの10カ年計画とします。
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Ⅱ 呉市・川尻町の概況

１ 現 況

(1) 位置・特性

① 呉市

広島県の西南部，東経132 34 ，北緯34 14 に位置する瀬戸内海に面した気候温° ′ ° ′

和で自然環境に恵まれた都市です。

市域面積は155.08km ，その内約54％が山林であり，平たん地が少なく，海まで
2

張り出した山塊によって市街地が各地区に分かれています。臨海部は重工業地帯

で占められ，急傾斜地に民家が密集した土地利用形態となっており，また，内陸

部の丘陵地は，住宅地，工業団地，農地等として利用されています。

一方，こうした地形から山と海の風光明媚な自然に恵まれ，灰ケ峰，休山等か

らの瀬戸内の美しい島々や二河峡，二級峡の多彩な峡谷美の景観は，貴重な観光

資源として，また，市民の憩いとレクリエーションの場としても親しまれていま

す。

② 川尻町

川尻町は，広島県の中央南部の豊田郡に属し，西に呉市，東に安浦町が接し，

南は瀬戸内海を隔てて，蒲刈町などの島しょ部の島々と面しています。また，平

成12年１月の安芸灘大橋の完成によって，川尻町は本州と島しょ部とをつなぐ玄

関口となっており，呉市の中心部との距離は約15kmで，ＪＲ呉線及び国道185号等

によって結ばれています。

町域面積は，16.85km と，県下では７番目に小さい町で，町のシンボルである国2

立公園野呂山は標高800ｍ前後の高原を形成するとともに，膳棚山をはじめとした

峰を擁しながら２本の尾根を中心部まで配し，さらに，東西においては，海岸付

近まで尾根を延ばしています。

この尾根を縫うように西から江の川，光明寺川，大才川の３本の川が瀬戸内海

に注いでおり，この河川沿いを中心に小規模ながらまとまった平坦地及び緩傾斜

地などが形成され，さらに，海岸線に沿って帯状に平坦地が延びており，生活空

間は瀬戸内海に開かれた形でコンパクトな形態となっています。

産業面の特性としては，伝統的な地場産業である「筆づくり」に加え，輸送用

機械器具製造業等の企業が立地し，基幹産業として位置づけられています。

また，野呂山には，野呂高原ロッジ，展望台，オートキャンプ場，筆づくり資

料館，野呂山芸術村など，数多くの施設が整備されており，岩海遊歩道と合わせ

広域的な野外レクリエーションゾーン，芸術・文化交流ゾーンとしての機能を有

しています。さらに，沖合に浮かぶ緑豊かな無人島・柏島は，安芸灘諸島の他の

島々とともに，自然環境が保全され，瀬戸内海の美しい景観をより特徴づけてお

り，これらの自然・歴史・文化的資源を大切にした魅力あるまちづくりが進めら

れています。
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位置図

(2) 歴 史

呉 市

明治19（1886）年 第二海軍区軍港に指定
明治22（1889）年 呉鎮守府開庁
明治35（1902）年 和庄町・荘山田村・宮原村・二川町の４町村が合併し市制施行
明治36（1903）年 呉海軍工廠設立
昭和 3（1928）年 吉浦町・阿賀町・警固屋町の３町を編入
昭和16（1941）年 広村・仁方町の２町村を編入
昭和26（1951）年 呉港が重要港湾に指定され，翌年呉市が港湾管理者となる。
昭和31（1956）年 天応町・昭和村・郷原村の３町村を編入
平成 6（1994）年 呉市と周辺12町が呉地方拠点都市地域に指定
平成12（2000）年 特例市に指定
平成14（2002）年 市制施行100周年
平成15（2003）年 下蒲刈町を編入

川尻町

明治22（1889）年 市制町村制の施行により，川尻村となる。
大正11（1922）年 町制を施行
昭和25（1950）年 野呂山が瀬戸内海国立公園に指定
昭和31（1956）年 境界変更によって賀茂郡から豊田郡に移管
昭和33（1958）年 町村合併促進法に伴い，安登村の一部小用地区を編入
昭和60（1985）年 野呂山頂に「筆づくり資料館」完成
平成 5（1993）年 町総合文化センター完成
平成12（2000）年 「安芸灘大橋」完成

府中町

東広島市

熊野町

海田町

広島市

坂町
黒瀬町

江田島町

沖美町

能美町

大柿町

安芸津町

竹原市

大崎上島町
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呉市
安浦町

川尻町

蒲刈町

豊浜町
豊町音戸町

倉橋町
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（呉市分には，平成15年４月１日に合併した旧下蒲刈町分を含む ）(3) 人 口 。

① 人口推移

（国勢調査） （人）

S55年 S60年 増減数 H 2年 増減数 H 7年 増減数 H12年 増減数

呉 市 238,640 230,359 -8,281 220,259 -10,100 212,697 -7,562 205,382 -7,315

川尻町 10,185 10,661 476 10,686 25 10,603 -83 10,380 -223

合 計 248,825 241,020 -7,805 230,945 -10,075 223,300 -7,645 215,762 -7,538

② 年齢階層別人口構成

（国勢調査） （人）

H 7年 H12年

０～14歳 15～64歳 65歳以上 ０～14歳 増減数 15～64歳 増減数 65歳以上 増減数

構成比率 構成比率 構成比率 構成比率 増減率 構成比率 増減率 構成比率 増減率

29,684 143,657 39,347 27,694 -1,990 133,365 -10,292 44,318 4,971
呉 市

14.0% 67.5% 18.5% 13.5% -6.7% 64.9% -7.2% 21.6% 12.6%

1,732 7,068 1,803 1,441 -291 6,793 -275 2,145 342
川尻町

16.3% 66.7% 17.0% 13.9% -16.8% 65.4% -3.9% 20.7% 19.0%

31,416 150,725 41,150 29,135 -2,281 140,158 -10,567 46,463 5,313
合 計

14.1% 67.5% 18.4% 13.5% -7.3% 65.0% -7.0% 21.5% 12.9%

③ 就業構造

（国勢調査） （人）

H 7年 H12年

１次産業 ２次産業 ３次産業 １次産業 増減数 ２次産業 増減数 ３次産業 増減数

構成比率 構成比率 構成比率 構成比率 増減率 構成比率 増減率 構成比率 増減率

-4,392 -2,633
呉 市

1,695 33,821 67,929 1,064 -631 29,429 65,296

-37.2% -13.0% -3.9%1.6% 32.6% 65.5% 1.1% 30.5% 67.6%

- 84
川尻町

120 2,594 2,473 69 51 2,276 -318 2,557

-42.5% - 3.4%2.3% 49.9% 47.6% 1.4% 46.4% 12.3% 52.1%

-4,710 -2,549
合 計

1,815 36,415 70,402 1,133 -682 31,705 67,853

-37.6% -12.9% -3.6%1.7% 33.4% 64.6% 1.1% 31.2% 66.9%
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２ 呉市と川尻町との結び付き

日常生活圏の一体性(1)

川尻町は呉市の中心部と約15kmの距離にあり，ＪＲ呉線及び一般国道185号等によ

って結ばれ，呉市営バスが運行するなど，以前から住民間の交流も活発です。

また，川尻町から呉市への通勤・通学の割合は，それぞれ通勤人口の36.5％，通

学人口の55.2％であるなど，両市町は一体的な生活圏を形成しています。

さらに，買い物など日常生活でも，川尻町の日用品（最寄品）の19.1％が呉市で

購入されているほか，医療機関の利用においても40.4％が呉市への通院となってい

るなど，両市町は非常に強いつながりがあります。

呉市と川尻町による広域行政(2)

呉市と川尻町は，呉地方拠点都市地域の指定（平成６年９月）を契機に人材育成，

地域間交流，教養文化活動等のソフト事業を共同して実施するため，呉広域市町村圏

としてふるさと市町村圏の選定を受け 一部事務組合である 呉広域行政事務組合 １， 「 （

市８町で構成 （昭和47年設立の呉広域市町村圏振興協議会を発展解消）を平成７）」

年８月に設立しています。

また，平成13年４月からは広域行政圏域の見直しに伴い，江能広域市町村圏との統

合がなされ，新たに「呉広域行政事務組合（１市12町で構成 」がスタートし，平成）

15年４月の呉市と下蒲刈町の合併に伴い１市11町での構成となっています。

国，県の管轄等(3)

呉市と川尻町は，衆議院議員選挙区をはじめ，県の地域事務所，教育事務所，警察

署管轄区域（広警察 ，さらに国の機関である社会保険事務所の区域も同一の管内と）

なっています。

３ 川尻町のまちづくりの特色

川尻町は，一人ひとりが大切にされ，住民が参加し活躍できるまちづくりを進める

観点から，都市像として「野呂山と瀬戸内海が奏でる『人が輝くまち・かわじり 」を』

掲げ，基本テーマとして「参加が生み出す暮らしの芸術文化」を設定しています。

こうしたまちづくりの基本方針に基づき，海抜839ｍ，山頂に34haの大高原を形成し

ている瀬戸内海国立公園野呂山には，国民宿舎野呂高原ロッジ，展望台，絵のある休

憩室，キャンプ場，遊歩道，筆づくり資料館など「遊び，学び，感じる自分探しの快

適高原づくり」を進め，野呂山芸術村や総合文化センター（ベイノロホール）などの

生涯学習拠点施設と合わせ，自然・歴史・文化の薫る芸術文化創造エリアとしての魅

力づくりを推進しています。

また，コンパクトな地域空間の特色を生かすとともに，町内各地区の機能構成を踏

まえながら，都市機能の充実や魅力づくりに努め，拠点ゾーンの整備，創出に取り組

んでいます。
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Ⅲ 合併の必要性と効果

１ 合併の必要性

(1) 生活圏の一体化と住民ニーズの多様化に伴う対応

近年のモータリゼーションの著しい進展や情報通信手段の発達などにより住民の日

常生活圏は，ますます拡大しており，行政においても従来の行政区域を超えた広域的

な対応が強く求められています。

また，住民ニーズも多様化を続けており，都市基盤や生活環境，福祉，教育，産業

等の住民生活を取り巻く分野においても，ますます広域的な取り組みが求められてい

ます。

そのため，両市町が一体となって，より効率的・効果的な行財政運営に努め，住民

サービスの質的向上を図る必要があります。

こうした中，行政レベルでは，すでに消防，ごみ処理などの分野において一体的な

対応を行っています。また，呉市と川尻町とは，通勤・通学圏，商圏，医療圏など，

住民の日常生活圏が一体化しており，既に一つの「まち」ともいえるほどになってい

ます。

（表１ 通勤・通学状況 ：平成12年国勢調査） （人・％）（15歳以上）

区分 町 内 第 １ 位 第 ２ 位 第 ３ 位

通勤 2,226 45.4 呉 1,792 36.5 広島 191 3.9 安浦 187 3.8

通学 68 10.6 呉 355 55.2 広島 117 18.2 黒瀬 22 3.4

図 通勤 図 通学
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（表２ 商圏：平成12年度広島県商圏調査） （％）

区 分 町 内 第 1 位 第 2 位 第 3 位

買回品 22.5 呉 49.3 広 島 10.7 － －

最寄品 72.3 呉 19.1 広 島 1.5 － －

図 買回品 図 最寄品

（表３ 医療圏：平成７年広島県患者調査） （％）

区 分 町 内 第 1 位 第 2 位 第 3 位

通 院 54.1 呉 40.4 広 島 1.8 東広島 1.1

入 院 6.1 呉 75.6 黒 瀬 5.3 広 島 4.6

図 通院 図 入院
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(2) 時代の潮流への対応

近年の社会経済情勢は，高齢化，国際化，情報化の進展など大きく変化するととも

に，余暇時間の増加や物の豊かさから心の豊かさを求める意識が高まるなど，個人の

価値観が多様化，高度化しており，行政においてもこれらへの的確な対応が求められ

ています。

また，21世紀は「福祉の時代 「地方分権の時代」ともいわれ，少子・高齢化の」，

急速な流れの中で，少子化に伴う人口減対策と高齢化に伴う保健・福祉施策の充実等

が大きな課題であるとともに，自治体の自主性，自立性を尊重し，地域住民の自己決

定権を拡充していく地方分権の考え方が時代の潮流となり，地域ごとの創意工夫によ

る個性的な魅力あるまちづくりが求められています。

， ，こうした時代の潮流を踏まえたまちづくりを進めるためには 長期的な目標を掲げ

すべての施策の面で有機的連携を図りながら，住民と行政が一体となって新たなシス

テムを構築し施策展開を図ることが重要な課題となっています。

このため，合併によって都市経営を効率的・効果的に実施し，行財政基盤の整備・

強化を推進する必要があります。

(3) 広域行政と合併

広域市町村圏を単位とし，一部事務組合等を活用した事務の共同処理を幅広く行う

広域行政制度は，一定の成果も上がっていますが，総合的な行政主体として，迅速・

的確な意思決定や事業展開をするためには，単一の自治体であることが最適です。

２ 合併の効果

(1) 広い視野でのまちづくりの施策展開と個性的な地域づくりの推進

これまで，別々に実施してきた各種事業を一体的，効率的に実施することが可能

となり，土地利用についても，より広い範囲で検討することにより，より広い視野

で施策展開を図り，効率的・効果的な事業を推進することが可能となります。たと

えば，呉市と川尻町は，ＪＲ呉線と国道185号などにより，一体的な交通網で結ばれ

ていますが，ＪＲや幹線道路の機能充実を一体的，効率的に図ることが可能となり

ます。

また，合併後における川尻町の役割や機能を明確にすることで，地域の特性を生

かしたまちづくりを推進しながら，地域の均衡ある発展や新市の一体性の速やかな

確立を図ることが可能になります。

(2) 各種サービスの充実による住民の利便性の向上

日常生活圏と行政区域が一致することにより，窓口サービスや保育所等の施設利用

など，様々な公共施設の利用が広域的に可能となり，住民の利便性がより一層向上す

ることが期待できます。

また，川尻町では，各種のサービス（保健・福祉，環境，産業，まちづくり，教育

・文化などの分野）の一層の充実が期待できます。

(3) 道路網などの生活インフラの整備促進

現在，川尻町で進められている上下水道，町内生活道路，防災関連事業などの生活

環境整備を合併建設計画に位置付けることにより，一層の整備促進が図られ，また，
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合併に伴う行財政基盤の強化により，重点的な投資が可能となり，各種都市インフラ

整備がそれだけ早く実現できます。

(4) 消防・救急・防災体制の強化

平成13年３月に芸予地震が起こり，災害に対する体制整備の必要性が再認識された

ところですが，川尻町においても，消防・救急・防災面における機能充実の必要性が

強く求められています。

現在，川尻町の消防・救急業務は呉市が受託しており，今後は，地元消防団組織と

呉市の消防署や出張所との更なる連携により，消防・防災体制や初期救急体制の強化

・充実が促進されます。
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Ⅳ まちづくりの基本方針

１ まちづくりの目標

(1) 瀬戸内海の多彩な資源を生かした海洋交流都市圏の形成

新呉市は，中国・四国地域における海洋拠点都市，広島都市圏の東部拠点都市，

そして，未来を創造する高度技術工業集積地域としての機能を充実させ，さらに，

国内外との多様な交流拠点機能，定住機能，滞在機能など各地域の特性を生かした

機能の分担を図ることで，圏域の一体化と一層の発展を実現させます。

また，新市のまちづくりに当たっては 「海と港」及び「ものづくり」を原点とし，

発展してきた圏域の特性や学術研究機関などの人的資源，さらには，歴史・文化資

源や豊かな自然など多彩な地域資源を最大限活用しながら，自立した都市圏の形成

を目指します。

(2) 産・学・住・遊のバランスのとれた都市的空間が享受できる都市の形成

新呉市は，拠点都市として一層の産業業務機能や情報通信機能の充実など高次都

市機能の強化を図るとともに，総合的な交通体系の整備をはじめ，東西・南北の都

市交通軸を強化させ，多様な都市機能の充実を図りながら，産業，港湾，観光，交

流の連携促進を図ります。

さらには，自然環境を保全，活用，創造するとともに，市民が安心して生活でき

る環境に調和した住環境の整備をはじめ，新しい潮流の中で21世紀の課題に対応し

たまちづくりを進め，市民が誇りと魅力を感じることができる都市を目指します。
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豊町 
豊浜町 

倉橋町 

音戸町 

呉市 

川尻町 

安浦町 

熊野町 

坂町 

蒲刈町 

黒瀬町 

東広島・呉自動車道  

ＪＲ呉線 

広島都市圏との連携 

しまなみ海道への連結 

高速交通ネットワークとの連結 

南北都市交通軸 
○産業・港湾・観光・

交流機能の充実 

東西都市交通軸 
○産業・港湾・観光・ 
交流機能の充実 

安芸灘諸島連絡交通軸 
○産業・港湾・観光・交流機能
の充実 

警固屋音戸バイパス  （仮）豊島大橋  
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２ まちづくりの基本方針

(1) 誰もが活躍できる健康福祉都市の形成

21世紀のキーワードの一つである「少子高齢化」への対応は，新市の大きな課題

の一つです。

市民の誰もが生涯にわたって，心身ともに健やかで生き生きとした生活を送るに

は，保健・医療・福祉の連携による総合的で多様な地域福祉サービスの充実が求め

られています。

このため，住民相互の支え合いを基本とした共助・協働型福祉活動を推進し，地

域の多様なニーズに柔軟に対応する地域福祉活動の充実を図ります。

， ， ， ， ， ，また ユニバーサルデザインの考え方を基本に 高齢者 障害者 女性 子ども

外国人等 すべての人にやさしいまちづくりを推進し 住みやすく住んでみたい 定， ， 「

住するまち」を目指します。

さらには，情報技術の活用を図りながら，保健・医療・福祉の地域拠点の整備を

推進し，社会全体で支える福祉サービスの充実，健康づくりの推進，地域福祉推進

体制の強化を進めるとともに，消防・救急体制の強化をはじめ，防災，交通安全・

， ， ，防犯対策の推進など 安全なまちづくりを進め 市民のライフステージに合わせた

市民誰もにやさしく，また，誰もが健康で安心して生き生きと活躍できる「健康福

祉都市」を目指します。

(2) 人にやさしい環境共生・文化都市の形成

成熟化社会の進展に伴い，個性と創造性の志向が高まり，市民一人ひとり多様な

価値観を認めあい 「住む 「働く 「学ぶ 「遊ぶ 「憩う 「育む 「癒す」などの様， 」 」 」 」 」 」

々な局面で，それぞれの個性や能力を十分に発揮できる，心の豊かさを育てる環境

づくりは，まちづくりの重要な施策の一つです。

そのため，自然と人間が共生し持続的発展を可能とする「人と地球に優しく環境

に調和したゼロエミッション（廃棄物ゼロ）都市」を目指して，循環型社会システ

ムを構築するとともに，上下水道や生活道路などインフラ整備，緑地化，親水空間

の創出などを図り，ゆとりと潤いのある居住環境の整備を進めます。

また，新しい時代を担う子どもたちの「生きる力」を育み，心身ともにバランス

のとれた発達を促すための教育環境の整備をはじめ，スポーツや文化・生涯学習な

， ， ，ど 市民が個性と能力を発揮し 生涯を通じて学び育む場や機会の充実を図るなど

人間形成の環境整備を進め，ゆとりと潤いのある「環境共生・文化都市」を目指し

ます。

(3) 多彩な地域資源を生かした産業創造都市の形成

これまで地域経済を支えてきた製造業，農林水産業など既存産業の振興，育成は

もとより，時代を先駆ける新産業づくりは，雇用機会の創出とともに，地域の活性

化に大きく寄与するものです。

そのため，学術研究機関などの人的資源，また 「海と港」及び「ものづくり」を，

原点とし発展してきた圏域の特性を生かしながら，新市の立地条件や都市基盤を活

用しつつ，広島国際大学や呉大学など高等教育機関や国，県，民間の試験研究機関

との連携を図り，産学官の連携による海洋環境産業や医療・福祉産業，情報・通信

産業など瀬戸内発信型の新産業の創出を図ります。

また，新市がもつ多様な歴史的・文化的な地域資源等を最大限活用し，それぞれ
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， ，「（ ）の魅力を共有・享受することにより 多彩な光輝く地域を目指すとともに 仮称

海事博物館」を核とした観光振興や歴史学習の場づくりなどを積極的に推進するな

ど，工業，商業，農林水産業，観光産業など各産業の連携・融合化を促進し，圏域

内外からの交流人口の増加を図り，地域性豊かな活力と賑わいのある「産業創造都

市」を目指します。

(4) 持続的活力を持つ海洋交流都市の形成

新市の地理的・歴史的特性を生かし，中国・四国地域における海洋拠点都市，広

島都市圏の東部拠点都市，そして，未来を創造する高度技術工業集積地域としての

機能を分担することで，地域の一体的な発展を図る必要があります。

そのため，国内外との多様な交流拠点機能，定住機能，さらには，滞在機能など

各地域の特性を生かした機能分担を図ることで多機能都市を形成し，地域の自立的

発展を促しながら，圏域の一体化と一層の発展を図ります。

また，拠点都市としてふさわしい総合交通体系をはじめ，産業業務機能，情報通

信機能，港湾機能の充実など高次都市機能を強化するとともに，多様な交流機能の

充実を図り 「海洋交流都市」を目指します。，

(5) 効率的・効果的な行財政運営

良好な行政サービスの提供はもとより，時代の変化に対応した効率的・効果的な

行財政運営を目指し，事務事業や組織機構の見直しをはじめ，職員の定員管理や資

質向上に努めます。

また，財政基盤強化のため自主財源の確保に努めるとともに，限りある財源を有

効に活用する手法の導入を図ります。

３ 呉市の役割

合併に伴い拡大する市域の一体性の確保や多様な就業・就学機会，保健・医療・福

祉，文化，都市的賑わいなどの機会を提供するため，総合的な交通ネットワークの整

備をはじめ，産業業務機能，港湾機能，情報通信機能の充実を図るとともに，保健所

など中核市の機能を十分に生かし，少子高齢化対策をはじめ，教育，環境，福祉施策

の充実などより一層，高次都市機能を強化し，新市の拠点性の向上と地域の連携によ

る一体的な発展を図ります。

４ 川尻町の役割

， ， ，新市の拠点性の向上及び定住機能の強化 さらには 地域の活性化を図る観点から

コンパクトな地域空間の特色を生かした魅力あるまちづくりを推進するとともに，地

場産業の振興に努め，多様な活動を支える自立したサブ拠点としての機能を充実しま

す。

また，国立公園野呂山の優れた自然景観や歴史的資源を活用しながら広域的なレク

リエーション機能の充実を図ることで，自然を体感するゾーンとしての役割を担うこ

とが期待されます。
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５ 川尻町各地区の特性と土地利用の方針

， ， ，川尻町には 安芸灘大橋の開通により 安芸灘諸島との結節点となった小仁方地区

行政機能や商業機能など主要な都市機能が集中する中央地区，自然海浜が残されてい

る小用地区，さらには，瀬戸内海国立公園野呂山の緑豊かな自然など，多様性に富ん

だ資源があります。

こうした各地区の特性を生かしながら，質の高い土地利用を総合的，かつ，計画的

に推進し，市域全体の均衡ある発展を目指すことを基本とした土地利用を図ります。

【中央地区】

行政機能のサブ拠点，計画的な住環境及び港湾・交流拠点づくり

○ 支所機能や保健センターを整備し，保健・福祉のサブ拠点としての機能や行政

機能の充実を図り，地域密着型サービスの展開に努めます。

○ 生活幹線道路や下水道などの整備を図り，居住機能を充実します。

○ ＪＲ安芸川尻駅及び駅周辺の総合的な整備とともに，ＪＲ呉線の機能強化を促

。 ， ， 。進します 併せて 国道185号の機能強化を図り 総合交通体系の整備を進めます

， 。○ 川尻港西港地区の整備を促進し 港湾・交流拠点としての機能充実を図ります

【小用地区】

快適居住環境づくり

○ 用途地域を拡大することにより居住地区としての適正な土地利用を図ります。

○ 生活幹線道路や下水道の整備，さらには，防災対策などを推進し，居住機能を

充実します。

【小仁方地区】

安芸灘諸島と連携した産業・交流拠点づくり

， 。○ 安芸灘諸島との結節点という地理的特性を生かし 交流機能の強化を図ります

○ 工業系と住宅系からなる土地利用形態となっており，安芸灘諸島との連携によ

る地域振興や都市機能としての下水道の整備を計画的に推進します。

【野呂山地区】

遊び，学び，感じる自分探しの快適高原づくり

， ，○ 野呂山の豊かな自然や既存施設等を活用するとともに キャンプや山登りなど

アウトドアスポーツの拠点としての利用促進を図ります。

○ 呉市の都市型観光機能と野呂山の自然体験型観光機能の連携を図り，周遊性の

ある個性豊かな観光・レクリエーション機能を強化し，交流人口の増加を図りま

す。
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川尻町の主な施設及び各地区の土地利用イメージ

 

小仁方地区 

安芸灘諸島と連携した産業・交流拠点づくり 

快適居住環境づくり 

小用地区 

中央地区 

行政機能のサブ拠点， 
計画的な住環境及び港湾・交流拠点づくり   

野呂山地区 

遊び，学び，感じる自分探しの快適高原づくり 

野呂高原ロッジ 

筆づくり資料館 

野呂山セントラルロッジ 

かぶと岩展望台 

星降る展望台 

鉢巻き山展望台 

野呂山レストハウス 

安芸灘大橋 

小用保育所 

かわせみプール 

川尻小学校 

川尻保育所 

川尻町転作促進研修所 

川尻町保健センター 

川尻町民東プール 

川尻町人権センター 

川尻町総合文化センター 

呉市東消防署川尻出張所 川尻町役場 

町民広場 

川尻中学校 

福祉センターふれあい 

JR 安芸川尻駅 
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Ⅴ まちづくり計画

呉市と川尻町との迅速な一体化を促進し，更なる地域の発展と市民福祉の向上を図る

ため，まちづくりの目標及び基本方針に基づく主要な施策の方針を次のとおり定め，総

合的，かつ，計画的な施策を展開します。

【まちづくりの目標】 【まちづくりの基本方針】 【主要な施策方針】

誰もが活躍できる健康福 健康づくりの推進

祉都市の形成 安全・安心なまちづくり

保健・医療・福祉の機能強化瀬戸内海の多彩な資

住民自治の促進と市民協働の実現源を生かした海洋交

流都市圏の形成

人にやさしい環境共生・ 快適な生活環境の創造

文化都市の形成 循環型社会システムの形成

学校教育・生涯学習の推進と充実

スポーツ・レクリエーション機能

の充実

多彩な地域資源を生かし 既存産業の振興

た産業創造都市の形成 観光の振興

新産業の創出

産・学・住・遊のバ

ランスのとれた都市

持続的活力を持つ海洋交 道路・交通体系の整備促進的空間が享受できる

流都市の形成 情報通信基盤の整備促進都市の形成

港湾・交流拠点の整備促進

効率的・効果的な行財政

運営
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１ 誰もが活躍できる健康福祉都市の形成

【施策展開の方向】

(1) 健康づくりの推進

健康な身体は豊かな生活を営む基盤であり，人々の健康づくりに対する関心は年

々高まっています。

， ， ，「 」そのため 呉市では 市民一人ひとりがいきいきと自分らしく暮らし 健康寿命

（自立して活動できる期間）の延伸を目指して『健康くれ21』を策定しています。

この計画実現のため，運動と笑顔による健康づくり事業，食と笑顔による健康づ

くり事業などを展開し，人生80年時代を介護の必要なく健康で安心して過ごし，誰

もが健康でいきいきと社会活動に参加できるよう，保健センターをはじめ保健・医

療・福祉の地域拠点機能の整備，保健師など専門職員の適正な配置などにより，各

種検診業務の充実，健康相談機能，予防体制の強化など健康づくりに関する事業を

総合的・体系的に実施します。

(2) 安全・安心なまちづくり

高齢者をはじめ，障害者，女性，子ども，外国人などすべての人が安全に，そし

て安心して生活できるまちを目指します。

そのため，公共施設や公益的施設の段差の解消，スロープ，点字ブロック，エレ

ベーターの設置などユニバーサルデザインの考え方を基本にまちづくりを推進して

いきます。

また，自然環境を最大限保全しながら，安全・安心な生活環境を創出するため，

小仁方地区の急傾斜地崩壊対策事業，小仁方川の河川改修をはじめ，川尻町西５丁

目から東２丁目までの海岸保全区域における高潮被害を防ぐための海岸護岸整備事

業，小川支川及び小用地区などの通常砂防河川事業，大才川や江の川などの河川改

修事業を計画的に行います。

さらに，地域の防災性を高めるため，川尻小学校及び中学校などに広域避難所と

しての機能の充実を図るとともに，緊急の事態や災害の発生に対して速やかに対応

できるよう，従来から川尻町の消防・防災面で大きな役割を果たしてきた消防団の

消防ポンプ車及び可搬ポンプ積載車の更新をはじめ，狭隘道路の整備や防災行政無

線の一体的な整備，消防緊急通信指令システム等の更新など，防災機能や住民への

情報伝達の強化に努めます。加えて，呉市防災センターの活用促進を図るなど，市

民の防災意識の高揚にも努めます。

(3) 保健・医療・福祉の機能強化

少子高齢化の進展に伴い，保健・医療・福祉が連携し，迅速，かつ，一体的なサ

ービスが提供できるよう体制の整備や機能強化が必要となっています。

そのため，福祉サービスの充実や福祉意識の高揚を図るとともに，高齢者福祉施

設の立地促進に努めます。

また，少子化対策として，川尻保育所の整備を推進し，一時保育や延長保育，障

害児保育など，多様なニーズに対応した保育を実践するとともに，幼稚園と連携を

図ることにより，豊かな心を育む保育や幼児教育の充実に努めます。加えて，乳幼

児医療費助成の充実，計画的な放課後児童会の開設，子育て支援ネットワークの拡

充など児童福祉の向上を図り，子育て支援に努めます。
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さらに，市民が等しく適切な保健・医療の機会に恵まれ，健康な生活を送ること

ができるよう，保健・医療の供給体制を整備し，保健医療従事者の確保を進めると

ともに，全市的な保健・医療・福祉情報システムの確立に努めます。

(4) 住民自治の促進と市民協働の実現

新市が一体となって発展していくためには，地域コミュニティのより一層の育成

を図り，市民相互の連帯意識を強化するとともに，市民が主体となった地域振興策

が必要です。

そのため，市民の連帯の強化と地域振興のための事業の費用に充てるための基金

を造成するとともに，住民の創意工夫を生かした自主的・主体的なコミュニティー

活動の展開を支援するなど，市民協働のまちづくりを推進します。

また，出前トークをはじめ，市長への手紙やメールなど広報・広聴機能の充実に

努めるとともに，地域コミュニティの活性化と市民協働活動の支援に努め，市民と

行政の協働による心ふれあう住民本位のまちづくりを目指します。

【主要事業】

事業主体事 業 名 事 業 概 要

防災対策事業 小川支川等の護岸改修 県

海岸整備事業 高潮対策護岸の整備 県

保育施設整備事業 川尻保育所の整備 市

地域振興基金積立事業 地域振興のための基金造成 市

２ 人にやさしい環境共生・文化都市の形成

【施策展開の方向】

(1) 快適な生活環境の創造

自然に親しみながらゆとりと潤いのある快適な生活を営むことができるよう，計

画的な緑地整備や親水空間の創出など居住環境の整備に努めます。

そのため，公衆衛生の向上に寄与するとともに，河川など公共用水域の水質保全

に資する下水道の整備をより一層推進します。

また，災害時を含め，市民に安全で良質な水の安定供給を確保するため，老朽施

設の更新をはじめ，施設の近代化や高度化，耐震性の強化など給水体制や維持管理

体制の整備・充実を図ります。

さらに，老朽化した斎場について，広域的な見地から整備を図るとともに，川尻

町内の東西及び南北の生活道路軸をはじめ，久俊補助１号など住民に最も身近な生

活道路について，年次的，計画的に新設，改良などの整備を推進し，快適な住環境

の創造に努めます。

(2) 循環型社会システムの形成

21世紀の社会では，環境と共生したまちづくりが求められています。

そのため，環境施策を総合的，かつ，計画的に推進するための指針である「呉市

環境基本計画」に基づき，循環型社会の確立に向けた施策の展開を図ります。
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その一つとして，ごみの減量化・資源化への対応について，資源物の集団回収を

， ， 。行うなど 市民 民間事業者などの理解と協力を得ながら地域全体で取り組みます

また，太陽光発電の活用やコージェネレーションシステムの導入など，環境に優

しいエネルギーの活用や雨水利用など水資源の循環的利用促進にも努めます。

(3) 学校教育・生涯学習の推進と充実

人間形成の基礎を培い豊かな心を育てるための学校教育環境や生涯学習機能の整

備を推進します。

そのため，学校教育環境の整備については，建築から一定年数を経過し，老朽化

した川尻中学校校舎等の改築・改修を計画的に推進し，良質な教育環境を確保する

とともに，災害時の避難場所としての機能を強化します。

また，地域住民等の学校教育への参画授業など開かれた学校づくりを推進し，社

会教育との連携による地域の教育力の向上を図るとともに，校内ＬＡＮの整備やイ

ンターネットへの接続などＩＴ教育の充実に努めます。

生涯学習については，野呂山頂部に自然学習歩道や植物等学習解説板などを整備

し，動植物等の観察など豊かな自然を活用した総合学習の場を提供するとともに，

図書館の情報化やサービスの高度化を図るためのネットワーク化など，総合文化セ

ンターの機能や事業内容の充実を図り，生涯学習拠点としての利用促進や地域住民

が利用しやすい運営に努めます。

また，学校の余裕教室等の活用を図りながら，地域の文化財等の収蔵，展示や郷

土の歴史文化の学習ができるような機能の整備に努めます。

(4) スポーツ・レクリエーション機能の充実

価値観が多様化した現代，余暇の過ごし方に対するニーズも多様化し，その対応

が求められています。

そのため，野呂山頂部の豊かな自然を生かし，氷池周辺や散策道，登山者のため

の施設案内標識及び道標柱などの整備に努めるとともに，サイクリングや星空の観

察など，誰もが自然に触れることができるような整備を進めます。また，野呂山の

四季折々の魅力を誰もが感じることのできるよう，多様なイベントを開催するとと

もに，山頂部に整備されたキャンプ場等野外活動施設など，各施設を総合的・効果

的に活用し，大自然の中で様々な体験や出会いと交流の機会を提供することができ

るレクリエーションの場としての整備を進めるなど，新たなニーズに対応した余暇

活動の拠点として「遊び，学び，感じる自分探しの快適高原」をコンセプトに野呂

山の再整備を図ります。

また，スポーツ施設の機能強化を図るため，地域のプールや町民グランドなどを

気軽に利用できるよう施設の充実に努めます。さらに，多目的運動広場やイベント

広場など，住民が集い，交流を図る場としての整備を進めるとともに，屋内スポー

ツを楽しむことができるよう施設の整備に努めます。

そのため，新市全体の中でスポーツ施設の計画的な配置，機能の充実に努めるな

ど，スポーツ拠点を整備することにより，多様化するスポーツの振興に努めます。

【主要事業】

事業主体事 業 名 事 業 概 要

野呂山総合整備事業 氷池周辺整備，案内標識及び登山道標柱の整備等 県・市

公共下水道整備事業 公共下水道の整備 市
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教育施設整備事業 川尻中学校校舎の建替え 市

斎場整備事業 火葬場の新築 市

生活道路改良整備事業 森沖田線の道路改良 市

中学校沖幹線の道路改良 市

久俊補助１号の道路改良 市

岩戸団地・大諏訪線道路の新設 市

（仮称）丸岩・小仁方線道路の新設 市

（仮称）小畑縄繰線補助１号道路の改良 市

グランド整備事業 造成，フェンス・照明設置 市

３ 多彩な地域資源を生かした産業創造都市の形成

【施策展開の方向】

(1) 既存産業の振興

川尻町の伝統的地場産業である「筆づくり」に加え，船舶をはじめ砥石，グレー

チングなどを中心とした基幹産業の振興はもちろん，営農環境の保全・整備，地域

特性に応じた農業生産の促進を図るとともに，林業基盤の整備や漁業経営の安定な

ど農林漁業振興に努めます。

そのため，ＪＲ呉線の機能強化，国道185号の改良，広域連携道路の整備促進など

安全で効率的な交通輸送条件を整備し，工業生産活動を支える基盤づくりに努める

とともに，中小企業の経営近代化と生産性の向上を促進するために，呉地域産業振

興センターなど関係機関と川尻町商工会等との連携を強化します。

また，後懸地区，西の宮地区，三ヶ峠の小規模農業基盤整備事業をはじめ，野呂

山地区の林道整備事業，呉市郷原町から野呂山十文字ロータリーまでのふるさと林

道郷原野呂山線の整備を推進するなど，農道，林道の開設をはじめとする農林業基

盤や地域住民の生活環境の整備に努めます。

さらには，海底清掃の実施により，漁場機能を回復させ，沿岸漁場生産の増大を

図るとともに，並型魚礁の設置や自然石の海中への投入設置（築いそ）により，作

り育てる漁業を推進し，漁家経営の安定と向上を図ります。

(2) 観光の振興

観光振興策として，地域の貴重な資源である野呂山を広域観光拠点の一つに位置

付け，野呂高原ロッジの機能整備や登山者の利便性向上のための登山口付近での駐

車場整備，県道野呂山公園線沿いの桜並木の充実など，憩いの場としての整備に努

め，利用促進を図ります。

また，呉市郷原町と野呂山を結ぶ林道整備（郷原野呂山線）を促進し，両地域の

一体的な整備を行いながら，広域観光ネットワークの形成に努めます。

さらに 「筆の資料館」をはじめ，筆産業を観光資源として活用するとともに，市，

， （ ） ，民の協力の下 観光地の運営に必要な担い手 観光ボランティア等 の育成に努め

観光客と市民との交流の機会を拡大することにより，心温まるきめ細かな受け入れ

体制の充実を図ります。

加えて，地域全体の観光資源を有機的に結びつけることにより 「瀬戸内歴史絵巻，

観光ネットワーク」を整備し，観光振興に努めます。
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(3) 新産業の創出

， 「 」， 「 」，呉市には 社会情報・看護系の 呉大学 建築・情報通信系の 広島国際大学

工学技術系の「呉工業高等専門学校」などの高等教育機関 「産業技術総合研究所中，

国センター 「県立西部工業技術センター」などの試験研究機関，さらには 「呉地」， ，

域産業振興センター」を中心に，地域の中小企業の新製品・新事業展開や新規創業

などを支援する場としてのインキュベーション施設である「呉サポート・コア」や

高速インターネット接続回線を整備した起業化支援の貸しスペースである「呉チャ

レンジ・コア」が立地しています。

このように充実した施設や機能の活用を図るとともに，特に新製品の開発，新規

「 」 ，創業などをさらに支援するため ポスト・インキュベーション施設 の整備を進め

川尻町の既存産業の振興・支援はもとより，筆産業など地域の技術を生かした新産

業の創出に努め，新技術・新商品などの開発促進を図ります。

【主要事業】

事業主体事 業 名 事 業 概 要

小規模農業基盤整備事業 農道開設(後懸地区) 市

農道開設(西の宮地区) 市

農道開設(三ヶ峠) 市

林道整備事業 林道開設(郷原野呂山線) 県

林道開設(野呂山地区) 市

漁港漁場機能高度化事業 魚礁設置 市

漁場環境保全創造事業 海底清掃 市

漁業経営構造改善事業 築いそ設置 市

新産業創出事業 ポスト・インキュベーション施設の整備 市

４ 持続的活力を持つ海洋交流都市の形成

【施策展開の方向】

(1) 道路・交通体系の整備促進

新市の速やかな一体感の醸成や地域の均衡ある発展を図るためには，総合交通体

系の整備が必要です。

そのため，総合的な交通体系の整備に向けて，国道185号（呉～安浦間）広域連携

道路の整備促進やＪＲ呉線の機能強化に努めるとともに，ＪＲ安芸川尻駅の駅前広

場や駐車・駐輪場の整備をはじめ，駅へのアクセス道路の整備を図るなど，地域内

循環バスの運行拠点としての整備を推進します。

また，川尻町内の幹線道路である国道185号の野呂山入り口などの交差点改良を進

めるほか，市域内外との連携，交流を支える県道川尻安浦線や町道川尻本線１号な

ど道路網の整備を進めます。

さらには，休山新道や東広島・呉自動車道など背後の幹線道路網と連絡すること

により，近隣市町との有機的な連携や地域経済，産業，文化の発展並びに地域間交

流の一層の促進が可能となる呉市阿賀地区のマリノ大橋（仮称）の整備を推進しま

す。
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(2) 情報通信基盤の整備促進

情報化社会に対応できるよう，インターネット技術を生かした高速地域情報通信

ネットワークの構築や地域イントラネットの基盤整備を推進するなど，地域住民の

利便性向上に配慮した施策の展開を図ります。

また，呉テクノパークの既存施設及び機器の有効活用を図るとともに，誰もが利

用しやすい環境整備にも努め，情報化社会に対応した基盤整備を進めます。

(3) 港湾・交流拠点の整備促進

新市の速やかなる一体化と地域の均衡ある発展を図るため，川尻町地域における

交流拠点の整備に努める必要があります。

そのため，駅前広場や駐車・駐輪場の整備をはじめとする，ＪＲ安芸川尻駅周辺

の基盤整備に併せて川尻町中心部の活性化策の一つとして，川尻港西港地区一帯の

整備を促進し，産業・港湾機能の充実を図るとともに，駐車場や地域住民の交流拠

点の創出に努めます。

また，新市東部地区の一層の拠点性向上を図るため，ＪＲ新広駅周辺の整備を推

進し，行政サービス機能，社会教育機能，保健・福祉機能などの充実に努め，公共

施設の再整備，交通機能の強化など東部地区の都市機能や産業機能の整備充実を進

めます。

さらには，ＪＲ呉駅周辺に多様で高次な都市機能，都市施設の集積を図り，新市

の拠点性の向上に努める必要があり，陸の玄関口であるＪＲ呉駅及び海の玄関口で

ある宝町地区において，にぎわいのある交流拠点としての施設や（仮称）呉市海事

博物館の整備をはじめ，呉駅・呉港周辺地区を結ぶ連絡道の整備を推進します。

【主要事業】

事業主体事 業 名 事 業 概 要

幹線道路改良事業 国道185号の右折レーン整備(野呂山入口等) 国

一般県道川尻安浦線の道路改良 県

町道川尻本線１号の道路改良 市

川尻港西港地区整備事業 物揚場等港湾施設，駐車場，交流拠点等の整備 県・市

ＪＲ駅・駅周辺整備事業 ＪＲ安芸川尻駅及び駅周辺の整備 市

ＪＲ新広駅周辺の公共施設等の整備 市

５ 効率的・効果的な行財政運営

地方分権の進展，多様化する行政需要に対応し，迅速な行政サービスを提供するた

め，行政情報の電子化を進め窓口業務等のオンライン化を強化するとともに，効率的

・機能的な行政運営を目指し，事務事業の見直しや組織機構の改革を図り，経費の節

減・合理化，職員の適正な配置や資質の向上のための研修等の充実に努めます。

また，事業実施前に事業コストと事業成果を把握し，その優先度や実施時期を検討

しながら支出の効果が最大限となるよう事業評価を行うなど効率的な財政運営に努め

ます。
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【主要事業】

事業主体事 業 名 事 業 概 要

行政情報化推進事業 高速通信網の整備等 市
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Ⅵ 公共施設の統合整備

， ，公共施設の統廃合については 住民生活に急激な変化を及ぼさないよう十分に配慮し

地域の特性やバランス，さらには財政事情等を考慮しながら検討・整備していくことを

基本とします。

なお，合併に伴い支所機能を担う川尻町役場については，住民サービスの提供に支障

が生じないよう十分に配慮しながら，行政情報の電子化など必要な機能整備を図ります。
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Ⅶ 財政計画

（単位:百万円）１ 歳 入

区 分 金 額 備 考

， ， ， ， ，市 税 265,358 市民税 固定資産税 軽自動車税 市たばこ税 入湯税

都市計画税

普通交付税，特別交付税地 方 交 付 税 144,379

， ， ，そ の 他 交 付 金 35,038 利子割交付金 地方消費税交付金 ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金，地方特例交付金等

国 ・ 県 支 出 金 145,918

市 債 111,438

繰 入 金 4,948

， ， ， ，そ の 他 163,809 地方譲与税 分担金・負担金 使用料・手数料 財産収入

寄附金，諸収入

合 計 870,888

２ 歳 出

区 分 金 額 備 考

義 務 的 経 費 441,038

人 件 費 190,439

扶 助 費 138,618

公 債 費 111,981

投 資 的 経 費 147,234

建 設 事 業 費 147,234

その他の経費 282,616

物 件 費 74,181 旅費，需用費，委託料等

維 持 補 修 費 12,220 修繕料，原材料費等

補 助 費 等 51,319 負担金，補助金，報償費等

積 立 金 2,054

そ の 他 142,842 貸付金，投資及び出資金，繰出金等

合 計 870,888



 

呉市・川尻町合併建設計画 

事業箇所図（呉市分） 

呉市東部拠点地区整備事業

ポストインキュベーション

施設整備事業 



 

森沖田線道路改良事業 

野呂山総合整備事業 
野呂山広域利用促進整備事業 
野呂高原ロッジ改修事業 

川尻港高潮対策事業 

岩戸団地線・大諏訪線接続道路新設事業 

一般県道川尻安浦線道路改良事業 

小川支川通常砂防事業 

呉市・川尻町合併建設計画事業箇所図（川尻町分） 

小規模農業基盤整備事業 

小規模農業基盤整備事業 

小規模農業基盤整備事業 

斎場整備事業 

久俊補助１号線道路改良事業 

県単独林道整備事業 

川尻本線１号道路改良事業 

川尻保育所整備事業 

国道185号交差点改良事業 

漁港漁場機能高度化事業：周辺海域 

漁場環境保全創造事業：周辺海域 

漁業経営構造改善事業：周辺海域 

公共下水道事業：町内全域 

河川改修・砂防事業等：町内全域 

町道等道路整備事業：町内全域 

（仮称）丸岩・小仁方線道路新設事業 

国道185号交差点改良事業 

川尻港西港地区整備事業 

川尻中学校校舎建築事業 

中学校沖幹線道路改良事業 

安芸川尻駅及び周辺整備事業 

ふるさと林道緊急整備事業 
（郷原野呂山線） 

グランド整備事業 

（仮称）小畑縄繰線補助１号道路改良事業 



瀬戸内歴史絵巻観光ゾーン

倉橋島地域 

東部ウォーターフロント地域 

呉地域将来ビジョン 

呉ポートピア

パーク

グリーンヒル郷原

南北都市交通軸 
○産業・港湾・観光・
交流機能の充実 

東西都市交通軸 
○産業・港湾・観光・交流機能
の充実 

安芸灘諸島連絡交通軸 
○産業・港湾・観光・交流機能
の充実 

中枢・交流拠点地域 

 

熊野町

坂町 黒瀬町

安浦町

川尻町

豊浜町 

蒲刈町

豊町

安芸灘地域 

桂浜ふれあいセンター 

長門の造船歴史館 

県民の浜

古代の塩づくり体験施設

 

 

広島呉道路 

警固屋音戸バイパス

グリーンピア安浦 

まちづくりの目標 
 

○ 瀬戸内海の多彩な資源を活かした海洋都市圏の形成 
 
○ 産・学・住・遊のバランスのとれた都市的空間が享
受できる都市の形成 

広島都市圏との連携 

しまなみ海道
への連結 

生産研究拠点

ＪＲ呉線

重要伝統的建造物群

保存地区御手洗 

あびの里いつき 

高速交通ネットワークとの連結 

遊び，学び，感じる，

自分探しの快適高原

「野呂山」 

東広島・呉自動車道

広島熊野道路

まちづくりの基本方針 
  
● 誰もが活躍できる健康福祉都市の形成 
 
● 人にやさしい環境共生・文化都市の形成 
 
● 多彩な地域資源を活かした産業創造都市の形成 
 
● 持続的活力を持つ海洋交流都市の形成 
 
● 効率的・効果的な行財政運営 

音戸町 

倉橋町 

呉市

呉市海事博物館（仮称）

阿賀マリノポリス

地区整備

音戸ロッジ

観光文化会館（仮称）

清盛塚 

産業拠点                高規格幹線道路             整備・計画道路 
 
   観光・交流拠点             地域高規格道路        主要な地域連携軸 
 
   JR 駅                  国道              呉環状内周道路 
 
   インターチェンジ                  主な県道             呉環状外周道路 

テクノコリドール

呉新世紀の丘 

(仮)豊島大橋 

蘭島閣美術館

松濤園 



平成15年7月1日

呉市 ・ 川尻町財政計画説明資料

平成１６年度～平成２５年度



呉市と川尻町が合併した場合の支援措置

（単位：百万円）

内　　　　　　　　　　　　容
1市８町の
支援額総額

呉市・川尻町分

○普通交付税による措置 ○合併直後の臨時的経費に対する財政措置（特例法第１１条）（５年間均等）

上限３０億円　　対象：電算システムの統一，ネットワーク整備，サービス水準の調整等
（１億円＋５千円×合併後人口259,224人）×（１＋（9団体-2）/4）＝3，839百万円

○特別交付税による措置 ○市町村合併に対する包括的な特別交付税（１年目５割，２年目３割，３年目２割）

対象：新しいまちづくり，公共料金格差是正，公債費負担格差是正等
（４億円＋４千円×増加人口56,065人）×係数１.25＝780百万円

○国費による補助 ○合併市町村補助金（建設計画に位置づけられた事業に対するもの）（３年間）

　（呉市分１億円＋８町分2.6億円）×３年＝1,080百万円

○合併推進交付金 ○建設計画に基づいて実施する事業，旧市町村単位の地域振興のための事業など

合併年度とこれに続く５カ年度
５億円＋（9団体-2）×2.5億円＝2,250百万円

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 7,110 915

○合併特例債による措置 ○合併市町村のまちづくりのための建設事業に対する財政措置（特例法第１１条の２）

　１８０億円×（合併後人口259,224人/100,000人×係数0＋係数1）
　×（増加人口56,065人/10,000人×係数0.083＋係数1.250）×（２-２/9団体）
　＝54,892百万円(標準全体事業額)　　起債充当率９５％　　交付税措置率　７０％

○合併市町村の振興のための基金造成に対する財政措置（上限４０億円）

　（３億円×9団体）＋（１万円×増加人口56,065人）＋（５千円×合併後人口259,224人）
　＝4,557百万円(積立可能額)　　　起債充当率９５％　　交付税措置率　７０％

支　援　項　目

国

県

起
　
　
　
債

3,000 380

780 101

1,080 153

2,250 281

54,892 7,820

4,000 520

1



 平成１６年度 ～ 平成２５年度の計画額累計 （単位：百万円）

行政制度調整

（ａ）

地方税 256,548 8,778 32 32 265,358 265,358
地方譲与税 6,070 335 6,405 6,405
普通交付税 112,368 ① 13,366 ① 3,133 3,133 128,867 128,867
特別交付税 14,270 1,141 101 101 ③ 15,512 15,512
その他交付金 33,633 1,405 35,038 35,038
分担金・負担金 17,153 706 17,859 △ 2,292 15,567
使用料・手数料 25,083 1,483 △ 6 △ 6 26,560 26,560
国庫支出金 112,345 849 2,094 1,121 970 153 ⑦ 150 115,288 115,288
県支出金 28,236 1,887 507 21 205 281 ⑧ 30,630 30,630
財産収入 13,838 10 13,848 13,848
寄附金 50 0 50 50
繰入金 5,128 309 5,437 △ 489 4,948
繰越金 0 0 0 0
諸収入 100,959 400 20 20 101,379 101,379
地方債 98,069 4,588 8,781 9,690 ④⑤⑥ 909 111,438 111,438

合　計 823,750 35,257 14,662 1,188 10,865 3,668 1,059 873,669 △ 2,781 870,888

人件費 184,461 8,254 △ 2,276 △ 2,276 190,439 190,439
扶助費 134,889 1,927 1,802 1,802 138,618 138,618
公債費 101,785 6,572 3,624 3,934 ④⑤⑥ 310 111,981 111,981
物件費 70,353 4,540 △ 336 △ 336 74,557 △ 376 74,181
維持補修費 11,793 427 12,220 12,220
補助費等 43,736 8,738 761 761 53,235 △ 1,916 51,319
貸付金 87,410 220 87,630 87,630
投資及び出資金 9,098 10 9,108 9,108
積立金 1,547 91 520 520 ⑥ 2,158 △ 104 2,054
繰出金 43,449 2,655 46,104 46,104
建設事業費 135,229 1,823 10,182 11,366 ④ 1,184 147,234 147,234

合　計 823,750 35,257 14,277 △ 49 11,886 3,934 1,494 873,284 △ 2,396 870,888

0 0 385 1,237 △ 1,021 △ 266 △ 435 385 △ 385 0

※重複分（ｄ）＝Ａ，Ｂと（ｂ）との重複分

○地方交付税の額の算定の特例（特例法第１１条第２項，合併算定替）

　　新しい市で算定した交付税額と，旧市町毎に算定した額で後者が大きい場合は，後者の額を普通交付税額とする。

○合併直後の臨時的経費に対する財政措置（特例法第１１条第１項，合併補正） 380              ②

◎特別交付税措置 ○市町村合併に対する新たな特別交付税 101              ③

合併特例債 9,136 元利償還金 3,630 交付税措置　 2,541            ④

その他の地方債 60 元利償還金 1 交付税措置　 -                  ⑤

○合併市町村の振興のための基金造成に対する財政措置 積立額 520    合併特例債 494    元利償還金 303    交付税措置　 212              ⑥

◎国費による補助 ○合併市町村補助金（建設計画に位置づけられた事業に対するもの） 153              ⑦

県 ◎合併推進交付金 ○合併時に実施する事業に要する経費に対するもの 281              ⑧

呉市 ・ 川尻町財政計画構成表　（普通会計）      
合併を前提としない財政計画

Ｂ

合併影響分　Ｃ
財政支援措置

Ａ

呉　市 川尻町
（ａ）+（ｂ）+（ｃ）-（ｄ）

 
歳
　
　
　
入

 
歳
　
　
　
出

◎合併特例債措置

国

 歳入－歳出

支　援　項　目

◎普通交付税措置

 調整建設計画事業

○合併市町村のまちづくりのための建設事業に対する財政措置 事業額 11,366 

②④
⑤⑥

 ①

（ｄ）
 財政計画

重複分

内　　　　　　　　　　　　容 支援措置額（百万円）

Ａ，Ｂの交付税額に含んでいる

（ｃ）（ｂ）

 合計
Ａ＋Ｂ＋Ｃ

2



呉市 ・ 川尻町　年度別財政計画　（普通会計）
（単位：百万円）

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 合計

地方税 26,610 26,524 26,524 26,524 26,524 26,524 26,532 26,532 26,532 26,532 265,358
地方譲与税 639 639 640 640 640 641 641 641 642 642 6,405
普通交付税 12,802 12,688 12,583 12,666 12,725 12,834 13,042 13,129 13,183 13,215 128,867
特別交付税 1,697 1,619 1,542 1,522 1,522 1,522 1,522 1,522 1,522 1,522 15,512
その他交付金 3,565 3,493 3,494 3,495 3,496 3,497 3,498 3,499 3,500 3,501 35,038
分担金・負担金 1,454 1,472 1,492 1,515 1,540 1,566 1,592 1,618 1,645 1,673 15,567
使用料･手数料 2,458 2,591 2,643 2,658 2,669 2,681 2,696 2,708 2,722 2,734 26,560
国庫支出金 12,050 10,959 10,899 11,150 11,199 11,386 11,666 11,916 11,998 12,065 115,288
県支出金 3,429 2,954 2,998 3,026 3,051 3,012 3,020 3,062 3,040 3,038 30,630
財産収入 1,403 1,397 1,390 1,384 1,379 1,379 1,379 1,379 1,379 1,379 13,848
寄附金 50 50
繰入金 955 304 1,191 118 511 593 679 597 4,948
繰越金
諸収入 10,236 10,122 10,140 10,136 10,133 10,130 10,127 10,123 10,118 10,114 101,379
地方債 12,841 11,985 12,866 11,152 10,423 10,696 10,239 10,567 10,390 10,279 111,438

90,189 86,443 87,515 87,059 85,301 85,986 86,465 87,289 87,350 87,291 870,888

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 合計

人件費 18,305 18,325 18,927 19,790 18,931 19,075 19,435 19,368 19,238 19,045 190,439
扶助費 13,123 13,119 13,115 13,371 13,632 13,898 14,170 14,447 14,728 15,015 138,618
公債費 9,918 10,322 10,689 10,723 10,903 11,276 11,550 11,910 12,252 12,438 111,981

義務的経費 41,346 41,766 42,731 43,884 43,466 44,249 45,155 45,725 46,218 46,498 441,038

物件費 7,180 7,500 7,539 7,428 7,422 7,416 7,505 7,403 7,397 7,391 74,181
維持補修費 1,270 1,244 1,218 1,216 1,215 1,214 1,213 1,211 1,210 1,209 12,220
補助費等 5,609 5,458 5,270 5,153 5,090 5,057 5,029 4,963 4,881 4,808 51,319
貸付金 8,763 8,763 8,763 8,763 8,763 8,763 8,763 8,763 8,763 8,763 87,630
投資・出資金 952 923 886 912 920 920 912 903 894 886 9,108
積立金 971 303 463 317 2,054
繰出金 4,575 4,615 4,584 4,592 4,602 4,612 4,622 4,630 4,632 4,641 46,104

その他の経費 29,320 28,806 28,260 28,527 28,329 27,982 28,044 27,873 27,777 27,698 282,616

普通建設 19,483 15,831 16,484 14,608 13,466 13,715 13,226 13,651 13,315 13,055 146,834
災害復旧 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 400

投資的経費 19,523 15,871 16,524 14,648 13,506 13,755 13,266 13,691 13,355 13,095 147,234

90,189 86,443 87,515 87,059 85,301 85,986 86,465 87,289 87,350 87,291 870,888

区    分

歳入合計

区     分

歳出合計
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